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保健体育シラバス 中学２年 
1. 学習の到達目標と評価の観点 

（科目） 

保健体育 

単位数 学科・学年・学級 使用教科書と補助教材 

 

３単位 

 

第２学年 

 

・中学保健体育（学研） 

・ワンダフルスポーツ 

 

学習の到達目標 

・個人生活における健康・安全について理解するとともに、基本的な技

能を身に付けるようにする。 

・健康についての自他の課題を発見し、よりよい解決に向けて思考し判

断するとともに、他者に伝える力を養う。 

・生涯を通じて心身の健康の保持増進を目指し、明るく豊かな生活を営

む態度を養う。 

評価の観点 

運動の合理的，計画的な実践を通して，運動の楽しさや喜びを深く味わ

い，生涯にわたって運動を豊かに継続することができるようにするた

め，運動の多様性や体力の必要性について理解するとともに，それらの

技能を身に付けるようにする。 

＜主体性・多様性・協働性＞ 

自分の技能の習得状況を判断し、学習すべき課題を設定できる。 

課題解決に向けた練習方法を工夫している。 

互いに助言しあって学習できる。 

学習の成果を判断し、あらたな課題設定をすることができる。 

チームの課題を見つけ、解決に向け、計画的に学習している。 

＜思考力・判断力・表現力＞ 

個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるとともに，

技能を身に付けるようにする。 

＜知識・技能＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【点数化が難しい課題については、観点別評価とする。】 

Ａ：「十分満足できる」状況と判断されるもの・・・・・100% 

Ｂ：「おおむね満足できる」状況と判断されるもの・・・ 80% 

Ｃ：「努力を要する」状況と判断されるもの ・・・・・ 60% 

Ｄ：未提出，未実施            ・・・・・  0% 
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2. 学習計画及び評価方法等 

学

期 
単 元 学習のねらい 学習のポイント，使用教材等 

１

学

期 

 

体力テスト 

 

 

 

 

 

 

体育祭種目練習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マット運動 

 前転 

 後転 

 開脚前転 

 開脚後転 

 伸膝前転 

 伸膝後転 

 側方倒立回転 

 側方倒立回転跳び 1/4捻り 

倒立前転 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・体力テストの正しい計測

方法を理解し、皆で協力

して安全に気を配りなが

ら、公正な計測ができる

ようになる。 

 

 

・体育祭種目である「玉入

れ」のルールを理解し、

皆で協力しながら一つで

も多くの玉を入れること

が出来る事を目指す。 

 

・体育祭種目である「ムカ

デ競走」のルールを理解

し、皆で協力しながらタ

イムアップを目指す。 

 

・自己の能力に応じて技能

を高め，技が円滑にでき

るようにする。互いに協

力したり補助したりし，

計画的練習や発表の仕方

の工夫ができるようにす

る。 

 

・マット運動の技を，系統

的に理解することができ

る。また，前転や後転，

倒立などの基礎的な技能

を着実に身につけた後，

自己の能力に応じて，さ

らに発展した技能を身に

つけ，それらを組み合わ

せた演技ができるように

する。 

・各種の技の特性を知り，

技などの自己や仲間の課

題を発見し，合理的・計

画的な解決に向けた取り

組みを工夫し，自己の考

えたことを他者に伝える

ことができる。 

 

・マット運動の技能を知

・ストップウォッチ 

・握力計 

・長座体前屈計測器 

・メジャー 

・ハンドボール 

・マット 

 

・玉を多く入れる為にどうす

れば良いか積極的に意見を

出し、共有する。 

 

 

 

・ムカデ競走のタイムを縮め

るにはどうすれば良いか積

極的に意見を出し、共有す

る。 

 

・マット 

・iPad 

・ストレッチを十分に行い、

柔軟性を養うとともに、怪

我のないようにする。 

手や頭の付き方に注意す

る。 

 

・iPad を利用し自分の動きを

見返すことにより、さらに

高い技術を身につけられる

ようにする。 
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タグラグビー 

り，技能の獲得のため

に，互いに補助をしあっ

たりして，積極的に練習

に取り組むことができ

る。 

 

・タグラグビーの特性を知

り、基礎的技術や戦術を

身につける。 

 

・ラグビーボールに慣れる

ためハンドリング、キャ

ッチング、パスの仕方を

習得する。 

 

・パスを狙った場所に出す

ことができ、パス＆ラン

の攻防を楽しめるように

なる。 

 

・タグ取りゲームなどゲー

ム感覚の中でタグを取る

方法(防御)を習得する。 

 

・ゲームの実践の中で、チ

ームの攻撃・守備の戦術

や状況判断を考えること

ができ、仲間とのコミュ

ニケーションを取りなが

ら活動できるようにす

る。 

 

・ノーサイドの精神を学

び、タグラグビーを楽し

くプレーすることができ

るようにする。 

 

 

 

 

 

 

・ボールの扱い方に慣れ、ス

ピーディーにボールを運べ

るようにする。 

 

 

 

 

 

 

・ルールを理解し、チーム全

員でスペースにボールを運

ぶ工夫をし、トライを目指

すことができるようにす

る。 

 

・審判を含めスムーズにゲー

ム運営を行えるように協力

する。 

 

 

 

 

＜教材・用具＞ 

・タグラグビーボール 

・タグ 

・ビブス 

・ストップウォッチ 

・電子ホイッスル 

２

学

期 

サッカー 

・パス（インサイドキック） 

 ３（オフェンス） 

 対 

１（ディフェンス） 

・シュート（インステップ） 

・ゲーム 

 

 

 

 

 

 

・サッカーの基本技能であ

るパス（インサイドキッ

ク）、シュート（インステ

ップキック）、ドリブルの

習得。積極的に取り組むと

ともに、自己の課題を発見

し、合理的な解決に向けて

取り組み方を工夫できるよ

うになる。 

 

 

 

・ボールの蹴り方、扱い方。 

・ルールを把握した上で相手

の動きに合わせたパスや防御

方法などの戦術を理解する。 

・効果的に得点をとるための

ポジションニングとシュート

を理解し、得点できるように

する。 
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ダンス 

・現代的リズムのダンス 

 

 

 

・発表 

 

 

 

 

 

 

 

保健 

１章 健康な生活と病気の 

予防① 

１.健康の成り立ち 

①主体の要因 

②健康の成り立ち 

 

 

２.運動と健康 

①運動の効果と必要性 

 

②健康づくりのための 

  運動の行い方 

  

③グループ学習 

   

 

 

３．食生活と健康 

 ①エネルギーや栄養素 

  と食事 

 ②生活リズムと食生活 

 

 

 

４．休養・睡眠と健康 

 ①心身の疲労と健康障害 

 ②休養・睡眠のとり方 

 

 
 

 

・曲に合わせて様々な動き

に挑戦する。（ダウン、

アップ、ステップ） 

 

・グループごとにテーマに

合わせた作品を創る。 

 

 

 

 

 

 

 

・病気や健康にはどんなこ

とが関わっているか理解

する。 

・自分にとって健康とは何

かについて考える。 

 

 

・運動の効果と，健康づく

りのための運動の行い方

について理解する。 

・生活の中に運動を取り入

れるためにできることに

ついて考える。 

テーマ 

「健康の保持増進の為の運

動と健康」 

 

・健康のために食生活で気

を付けるべきことについ

て理解する。 

・食生活に問題点があるか

どうかについて考える。 

 

・健康のために休養・睡眠

をどのようにとればよい

か理解する。 

・休養・睡眠のとり方の工

夫を考える。 
 

 

・曲のリズムを正しく把握す

ることができる。 

 

 

・学んだ動きを取り入れ、テ

ーマを表現することができ

る。 

 

＜教材・用具＞ 

・デッキ 

・曲 

 

 

・死因別にみた，わが国の死

亡率や患者の病気の傾向に

ついて理解できる。 

・新しい病気の傾向につい

て，具体的な事例を踏まえ

て理解できる。 

 

・有酸素運動をはじめ，各運

動の特性や役割，効果につ

いて具体的に理解すること

ができる。 

 

 

・タブレット 

 グループで課題を共有す

る。 

 

・健康的な食生活のための栄

養素の働きや食事摂取基準

について，正しく理解をも

つことができる。 

 

 

・「休養・睡眠」の役割や，人

間の日内リズムなどについ

て，正しく理解することが

できる。 
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３

学

期 

持久走 

 ８分間走 

 ９分間走 

 10分間走 

 

 

 

 

保健 

第１章 心身の発達と心の健

康 

１.体の発育・発達 

 

 

２.呼吸器・循環器の発達 

 

 

 

 

３.生殖機能の成熟 

 

４.性とどう向き合うか 

 

 

 

サッカー 

・ゲーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・所定の時間内にどれだけ
走行距離を延ばせるかの
課題を通して、自己の課
題を発見し、合理的な解
決に向けて運動の取り組
み方を工夫するととも
に、積極的に健康・安全
に気を配り、積極的に参
加できるようになる。 

 
 
 
 
・体の発育・発達に関して
どのような変化があるか
理解する。 

 
・呼吸器の仕組みとガス交
換について理解する。 

・心臓と血液の流れについ
て説明できるようにす
る。 

 
・普段なかなか話せないセ
ンシティブな内容につい
て理解し、学びを深め
る。 

 
 
 
・勝敗を競う楽しさや喜び
を味わい、サッカーの特
性や成り立ち、技術の名
称や行い方、関連して高
まる体力などを理解する
とともに、１学期に身に
付けた基本的な技能や仲
間と連携した動きでゲー
ムを展開できる。 

・タイマー 

・ストップウォッチ 

・記録用紙 

・周回数の正確な記録 

・走行後のクールダウン 

(歩行)の実施 

 

 

 

 

 

・学ぶ内容に関連した教科を

越えたトピックスの共有 

 

・呼吸器・循環器の仕組みや

役割について正しく理解す

ることができる。 

 

 

 

・生殖器の役割や，行動の選

択について，正しく理解す

ることができる。 

 

 

＜教材・用具＞ 

・ビブス 

・ホイッスル 

・ストップウォッチ 

 

・効果的に得点をとるための

ポジションニングとシュート

を理解し、得点できるように

する。 

 

・ルールの理解とゲーム進行

について皆が理解し、審判を

含めてゲーム運営をスムーズ

に行えるようにする。          

評価の観点及び内容 評価方法（具体例） 

運動の技能を身に付け、授業に積極的に参加し、それがよりよいも

のとなるよう改善及び修正を考えることができる。また、健康・安

全に気を配ることができる。 

＜主体性・多様性・協働性＞ 

授業課題進捗状況(10%) 

自分の技能の習得状況を判断し、学習すべき課題を設定できる。 

課題解決に向けた練習方法を工夫している。 

互いに助言しあって学習できる。 

学習の成果を判断し、あらたな課題設定をすることができる。 

作成課題の提出(10%) 
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チームの課題を見つけ、解決に向け、計画的に学習している。 

＜思考力・判断力・表現力＞ 

それぞれのルールを理解し、マナーを守りながら、よりよいパフォ

ーマンスができるよう努力と工夫をしている。 

重要用語および関連事項を理解しようとしている。 

＜知識・技能＞ 

定期考査(70%) 

ノート(10%) 

 

 

 

 

【観点別評価】 

 

１．ノート提出の場合 

 Ａ：板書・パワポ等で提示した内容だけでなく、説明した内容のメモが記載され、

丁寧に記録されている。 

 Ｂ：到達目標を達成している。 

 Ｃ：最低限の板書内容の転記にとどまっている。 

Ｄ：未提出 

 

 


